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目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

規

則

〇
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
人　

事　

課
）　
　

一

〇
薬
剤
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
薬　

務　

課
）　
　

一

〇
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
覚
醒
剤
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
大
麻
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
新
産
業
振
興
課
）　
　

三

〇
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
水
産
林
政
総
務
課
）　
　

五

〇
港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
港　

湾　

課
）　
　

五

〇
入
港
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�
（　
　

同　
　

）　
　

六

〇
港
湾
区
域
内
等
に
お
け
る
行
為
の
許
可
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則�

（　
　

同　
　

）　
　

六

〇
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
住　

宅　

課
）　
　

六

訓

令

甲

〇
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

（
人　

事　

課
）　
　

七

告

示

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定�

（
医
療
政
策
課
）　
　

八

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
付
保
義
務
の
同
意
成
立�

（
水
産
業
振
興
課
）　
　

八

〇
道
路
の
区
域
変
更�

（
道　

路　

課
）　
　

八

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧�

（
都
市
計
画
課
）　
　

八

〇
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
の
認
可�

（　
　

同　
　

）　
　

八

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
の
認
可�

（　
　

同　
　

）　
　

九

〇
建
築
士
免
許
の
取
消
し�

（
建
築
宅
地
課
）　
　

九

公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
四
件
）�

（
建
築
宅
地
課
）　
　

十
一

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定�

（
契　

約　

課
）　
　

十
二

選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
る
少
額
領
収
書
等
の
写
し
の
開
示

に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

　
　

十
二

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

　
　

十
二

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
〇
七
号
（
令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
付
け
）
中�

　
　

十
六

規

則

　

事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
九
号

　
　
　

�

事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

事
務
委
任
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
一
項
第
二
十
三
号
ロ
中
「
及
び
第
四
項
」
を
「
、
第
五
項
、
第
八
項
、
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
改
め
、

「
検
査
」
の
下
に
「
並
び
に
質
問
及
び
調
査
の
応
諾
の
命
令
並
び
に
通
知
並
び
に
書
面
の
交
付
」
を
加
え
、
同
号
ホ
中

「
第
十
六
条
の
二
」
を
「
第
十
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

薬
剤
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
号

　
　
　

�

薬
剤
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

発　　　　行
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薬
剤
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
六
年
宮
城
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
中
「㊞

」、「日
本
工
業
規
格

」
及
び
「３　

氏
名
に
つ
い
て
は
，
記
名
押
印
又
は
自

筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と

。

」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
薬
剤
師
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
改
正
後
の
薬
剤
師
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

宮
城
県
規
則
第
十
一
号

　
　
　
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

様
式
第
一
号
、
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「印
」
を
削
る
。

　

様
式
第
七
号
中
「氏　

名

（法
人
に
あ
つ
て
は
，
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）　
　
　
　

印
」
を
「氏　

名

（法
人

に
あ
つ
て
は
，
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
中
「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
九
号
中
「氏　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

」
を
「氏　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
号
及
び
様
式
第
十
一
号
中
「印

」
を
削
る
。　��　

�������������������������������

　

様
式
第
十
二
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
三
号
か
ら
様
式
第
十
五
号
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

覚
醒
剤
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
二
号

　
　
　
覚
醒
剤
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

覚
醒
剤
取
締
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
六
号
中
「事　

　
　
　
故　
　
　
　
届

」
を
「覚

醒
剤

（原
料

）事
故
届

」
に
改
め
、「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
七
号
中
「所
有
数
量
報
告
書

」
を
「覚

醒
剤

（原
料

）所
有
数
量
報
告
書

」
に
改
め
、「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
八
号
中
「譲　

渡　
報　
告　
書

」
を
「覚

醒
剤

（原
料

）譲
渡
報
告
書

」
に
改
め
、「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
九
号
中
「処　

分　
願　
出　
書

」
を
「覚

醒
剤

（原
料

）処
分
願
出
書

」
に
改
め
、「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
号
中
「取

扱
品
目
等
変
更
届

」
を
「覚

醒
剤

（原
料

）取
扱
品
目
等
変
更
届

」
に
改
め
、「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
一
号
及
び
様
式
第
十
二
号
中
「印

」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
覚
醒
剤
取
締
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
覚
醒
剤
取
締
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

大
麻
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
三
号

　
　
　
大
麻
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
麻
取
締
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
八
号
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
大
麻
取
締
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
改
正
後
の
大
麻
取
締
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
四
号

様
式
第
5
号
（
第
７
条
関
係
）

覚
醒
剤
（
原
料
）
廃
棄
完
了
報
告
書

�
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
殿

�
業
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
名
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
執
行
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
住
　
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
　
　
　

�
氏
　
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
　
　
　

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
届
け
出
た
覚
醒
剤
（
原
料
）
の
廃
棄
に
つ
い
て
は
，　
　
年
　
　
月
　
　
日
下
記

の
者
立
会
い
の
も
と
に
完
了
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

記

　
１
　
立
会
者

　
　
　
所
　
属
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
属

　
　
　
職
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
　
名

　
　
　
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名

　
２
　
廃
棄
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
焼
却
　
　
放
流

　
（
注
）
　
廃
棄
の
方
法
に
つ
い
て
は
，
該
当
事
項
を
○
で
囲
む
こ
と
。
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産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

別
表
第
一
第
二
号
の
表
材
料
加
工
関
連
機
器
の
項
中

「

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
（
Ｄ
Ｍ
Ｓ
１
０
０
０
）

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

」

を「

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
（
Ｄ
Ｍ
Ｓ
１
０
０
０
）

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

自
動
研
磨
機

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

精
密
自
動
切
断
機

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

振
動
研
磨
機

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー

一
時
間
に
つ
き�

一
、
〇
〇
〇
円

送
風
定
温
恒
温
器

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

」

に
改
め
、
同
表
電
子
・
情
報
関
連
機
器
の
項
中

「

触
針
式
段
差
計

一
時
間
に
つ
き　
　
　
　

六
五
〇
円

イ
オ
ン
ミ
リ
ン
グ
装
置

一
時
間
に
つ
き�

一
、
一
〇
〇
円

を

Ｔ
Ｄ
Ｒ
装
置

一
時
間
に
つ
き�

七
〇
〇
円

」

「

触
針
式
段
差
計

一
時
間
に
つ
き�

六
五
〇
円

に
、

Ｔ
Ｄ
Ｒ
装
置

一
時
間
に
つ
き�

七
〇
〇
円

」

「

通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
解
析
機
能
付
き
デ
ジ
タ
ル
オ
シ
ロ
ス

コ
ー
プ

一
時
間
に
つ
き�

五
五
〇
円

光
学
解
析
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
（
光
線
追
跡
式
）

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

を

振
動
試
験
装
置

一
時
間
に
つ
き�

二
、
二
〇
〇
円

」

「

通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
解
析
機
能
付
き
デ
ジ
タ
ル
オ
シ
ロ
ス

コ
ー
プ

一
時
間
に
つ
き�

五
五
〇
円

に
改
め
、
同

振
動
試
験
装
置

一
時
間
に
つ
き�

二
、
二
〇
〇
円

」

表
食
品
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
機
器
の
項
中

「

遠
心
分
離
機�

一
時
間
に
つ
き�

五
五
〇
円

真
空
凍
結
乾
燥
機�

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

を

高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ�

一
時
間
に
つ
き�

一
、
一
〇
〇
円

」

「

遠
心
分
離
機

一
時
間
に
つ
き�

�

五
五
〇
円

に
、

高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ�

一
時
間
に
つ
き�

一
、
一
〇
〇
円

」

「

酒
造
用
タ
ン
ク
３
６
０

一
時
間
に
つ
き�

二
〇
〇
円

」

を「

酒
造
用
タ
ン
ク
３
６
０

一
時
間
に
つ
き�

二
〇
〇
円

大
容
量
冷
却
遠
心
分
離
機

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

真
空
凍
結
乾
燥
機

一
時
間
に
つ
き�

七
〇
〇
円

」

に
改
め
、
同
表
分
析
・
測
定
関
連
機
器
の
項
中

「

接
触
角
計

一
時
間
に
つ
き�

五
五
〇
円



（5）　令和３年３月５日　金曜日 第185号宮　　城　　県　　公　　報

イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

一
時
間
に
つ
き�

九
五
〇
円

を

蛍
光
分
光
光
度
計

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

」

「

接
触
角
計

一
時
間
に
つ
き�

五
五
〇
円

に
改
め
る
。

蛍
光
分
光
光
度
計

一
時
間
に
つ
き�

五
〇
〇
円

」

　

別
表
第
二
第
一
号
の
表
材
料
試
験
の
項
中

「

曲
げ
試
験

一
件
に
つ
き�

二
、
一
〇
〇
円

硬
さ
試
験

一
件
に
つ
き�

五
、
三
〇
〇
円

」

を「

曲
げ
試
験

一
件
に
つ
き�

二
、
一
〇
〇
円

」

に
、

「

物
理
性
試
験

質
量
測
定

一
件
に
つ
き�

一
、
七
〇
〇
円

変
位
形
状
測
定

一
件
に
つ
き�
九
五
〇
円

」

を「

物
理
性
試
験

変
位
形
状
測
定

一
件
に
つ
き�

九
五
〇
円

」

に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
許
可
が
な
さ
れ
た
使
用
に
係
る
使
用
料
及
び
実
施
が
決
定
し
た
試
験
等
に
係
る
手
数

料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

�

　

水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
五
号

　
　
　
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
九
号
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
一
号
か
ら
様
式
第
十
三
号
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
四
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
五
号
及
び
様
式
第
十
六
号
中
「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
七
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
八
号
及
び
様
式
第
二
十
号
中
「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
二
十
一
号
か
ら
様
式
第
二
十
四
号
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
二
十
五
号
か
ら
様
式
第
二
十
七
号
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
二
十
八
号
か
ら
様
式
第
三
十
一
号
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

　

様
式
第
三
十
二
号
か
ら
様
式
第
三
十
九
号
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
六
号

　
　
　
港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

��
附
則
第
三
項
中
「
同
年
九
月
三
十
日
」
を
「
令
和
三
年
九
月
三
十
日
」
に
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

を
「
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界

保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）
で
あ
る
感
染
症
」

に
、「
六
月
」
を
「
一
年
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
適
用
す

る
。

�

　

入
港
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
七
号

　
　
　
入
港
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

入
港
料
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
中
「
同
年
九
月
三
十
日
」
を
「
令
和
三
年
九
月
三
十
日
」
に
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

を
「
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界

保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）
で
あ
る
感
染
症
」

に
、「
六
月
」
を
「
一
年
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
附
則
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
適
用
す

る
。

�

　

港
湾
区
域
内
等
に
お
け
る
行
為
の
許
可
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
八
号

　
　
　
港
湾
区
域
内
等
に
お
け
る
行
為
の
許
可
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

港
湾
区
域
内
等
に
お
け
る
行
為
の
許
可
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
五
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
三
項
中
「
同
年
九
月
三
十
日
」
を
「
令
和
三
年
九
月
三
十
日
」
に
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

を
「
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界

保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）
で
あ
る
感
染
症
」

に
、「
六
月
」
を
「
一
年
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
適
用
す

る
。

�

　

県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
九
号

　
　
　
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
十
四
号
中
「M

・
T
・
S・
H

」
を
「T

・
S・
H
・
R

」
に
、
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に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
号

「
各　
　
種　
　
控　
　
除

認　
　
　
　
　
　
定　
　
　
　
　
　
欄

を

親
　　
族

老人配偶

老人扶養

特定扶養

寡
　　
婦

寡
　　
夫

普通障害

特別障害

所
得
金
額

親
　　
族

老人配偶

老人扶養

特定扶養

寡
　　
婦

寡
　　
夫

普通障害

特別障害

」

「

各　
　
種　
　
控　
　
除

認　
　
　
　
　
　
定　
　
　
　
　
　
欄

親
　　
族

老人配偶

老人扶養

特定扶養

寡
　　
婦

ひとり親

普通障害

特別障害

振替基礎

所
得
金
額

親
　　
族

老人配偶

老人扶養

特定扶養

寡
　　
婦

ひとり親

普通障害

特別障害

振替基礎

」
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事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

�
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
七
保
健
所
の
地
域
保
健
福
祉
部
長
の
専
決
事
項
の
項
第
四
号
ロ
中
「
及
び
調
査
」
を
「
、
調
査
、
通
知
及
び

書
面
の
交
付
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
三
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
三
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

大
崎
市
民
病
院
岩
出
山

分
院

大
崎
市
岩
出
山
字
下
川
原
町
八

十
四
番
地
二
十
九

令
和
三
年
三
月
一
日

令
和
六
年
二
月
二
十
九

日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
四
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査

し
た
結
果
、
雄
勝
町
雄
勝
湾
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認

め
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
五
号

　

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
二
百
三
十
七
号
）
第
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
長
か
ら
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の

で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

通
知
の
あ
っ
た
年
月
日　

令
和
三
年
二
月
三
日

二　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

三　

路　

線　

名　

三
四
九
号

四　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

伊
具
郡
丸
森
町
耕
野
字
不
動
六
六
番
一
地
先

か
ら

同
郡
同
町
大
張
川
張
字
舘
二
四
番
一
地
先
ま

で

前
Ａ
　

五
・
一
～

�

六
六
・
一

�

六
、
六
七
七
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

後
Ａ
　

五
・
一
～

�

六
六
・
一

�

六
、
六
七
七
・
〇

　

Ｂ
　

八
・
七
～

�

一
五
六
・
一

�

六
、
〇
〇
九
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
六
号

　

大
崎
市
か
ら
大
崎
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

大
崎
広
域
都
市
計
画
道
路

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
三
・
六
号　

福
浦
福
沼
線

　
　
　

三
・
三
・
十
九
号　

小
泉
古
川
線

　
　
　

三
・
四
・
十
七
号　

李
埣
新
田
線

　
　
　

三
・
四
・
二
十
一
号　

福
浦
小
泉
線

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
七
号
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土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

渋
谷
商
事
株
式
会
社

二　

事
業
施
行
期
間

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三��

施
行
地
区

　
　

岩
沼
市
早
股
字
小
林
及
び
同
字
松
原
の
各
一
部

四　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

　
　

岩
沼
市
早
股
松
原
土
地
区
画
整
理
事
業

五　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

名
取
市
手
倉
田
字
諏
訪
六
百
六
十
九
番
地
の
一

六　

施
行
認
可
の
年
月
日

　
　

令
和
三
年
二
月
二
十
五
日

七　

施
行
者
の
住
所

　
　

名
取
市
手
倉
田
字
諏
訪
六
百
六
十
九
番
地
の
一

八　

事
業
年
度

　
　

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

九　

公
告
の
方
法

　
　

事
務
所
に
掲
示
し
て
行
う

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
八
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
区
画
整
理
組
合

の
設
立
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

利
府
町
新
太
子
堂
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
業
施
行
期
間

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区

　

�　

宮
城
郡
利
府
町
森
郷
字
新
太
子
堂
、
同
字
新
椎
の
木
前
、
利
府
町
利
府
字
城
前
、
同
字
館
前
及
び
同
字
新
神
明
前

の
各
一
部

四　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

宮
城
郡
利
府
町
中
央
一
丁
目
二
番
地
十
一

五　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日

六　

事
業
年
度

　
　

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

七　

公
告
の
方
法

　
　

事
務
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
て
行
う

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
九
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
の
免
許
を

取
り
消
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

浜
渡　

比
出

美

二
級
建
築
士

第
九
千
二
百
六
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

佐
藤　

泰
永

二
級
建
築
士

第
四
千
九
百
五
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

池
田　

勝
男

二
級
建
築
士

第
四
千
六
百
五
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

寺
島　

照
雄

二
級
建
築
士

第
七
千
六
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

及
川　

和
雄

二
級
建
築
士

第
四
千
四
百
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

麻
里　

正
孝

二
級
建
築
士

第
四
千
四
百
二
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

小
野　

義
信

二
級
建
築
士

第
一
万
二
千
九
百

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

小
野
寺　

重

一

二
級
建
築
士

第
四
千
三
百
四
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

猪
股　

隆
幸

二
級
建
築
士

第
三
千
百
三
十
七

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

成
田　

雄
次

二
級
建
築
士

第
三
千
六
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

佐
藤　

美
次

二
級
建
築
士

第
四
千
二
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

米
倉　

邦
夫

二
級
建
築
士

第
三
千
百
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

小
松　

德
壽

二
級
建
築
士

第
三
千
八
百
九
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

菅
原　

法
雄

二
級
建
築
士

第
六
千
百
二
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

黒
川　

武
次

二
級
建
築
士

第
千
九
百
四
十
三

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

錦
戸　

孝
雄

二
級
建
築
士

第
三
千
七
百
三
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

目
黒　

勲

二
級
建
築
士

第
七
千
七
百
五
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

遠
籘　

一
茂

二
級
建
築
士

第
三
千
三
百
七
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

大
山　

茂

二
級
建
築
士

第
三
千
八
百
八
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

水
野　

隆
幸

二
級
建
築
士

第
三
千
九
百
三
十

四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

引
地　

昭

二
級
建
築
士

第
五
千
四
百
八
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

後
籘　

義
紀

二
級
建
築
士

第
四
千
二
百
八
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

山
賀　

國
男

二
級
建
築
士

第
五
千
六
百
八
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

佐
籘　

晃
喜

二
級
建
築
士

第
九
千
八
百
五
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

林　

稔

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
三
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

千
葉　

幸
悦

二
級
建
築
士

第
六
千
六
百
三
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

千
　

惠
一

二
級
建
築
士

第
六
千
二
百
八
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

中
平　

久
夫

二
級
建
築
士

第
六
千
七
百
九
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

熊
谷　

信
夫

二
級
建
築
士

第
八
千
九
百
二
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

太
田　

良
夫

二
級
建
築
士

第
四
千
五
百
二
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

堀
籠　

俊
一

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
三
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

渡
辺　

公
雄

二
級
建
築
士

第
五
千
百
八
十
一

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

鳥
越　

重
雄

二
級
建
築
士

第
九
千
八
百
五
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

千
葉　

光
治

二
級
建
築
士

第
一
万
五
百
八
十

四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

大
本　

利
器

二
級
建
築
士

第
四
千
百
二
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

及
川　

幸
雄

二
級
建
築
士

第
五
千
四
百
七
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

山
田　

周
吾

二
級
建
築
士

第
三
千
三
百
三
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

小
山　

國
雄

二
級
建
築
士

第
四
千
六
百
九
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

手
嶋　

長

二
級
建
築
士

第
四
千
二
百
三
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

安
藤　

洋

二
級
建
築
士

第
七
千
九
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

櫻
井　

忠
雄

二
級
建
築
士

第
三
千
三
百
三
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

早
川　

礼
治

二
級
建
築
士

第
三
千
百
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

前
川　

和
彦

二
級
建
築
士

第
九
千
九
百
三
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

加
藤　

博

二
級
建
築
士

第
六
千
四
百
七
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

大
江　

幸
男

二
級
建
築
士

第
四
千
五
百
五
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

髙
瀨　

善
通

二
級
建
築
士

第
四
千
三
百
九
十

四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

岸　

順
幸

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
七
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

松
本　

英
雄

二
級
建
築
士

第
六
千
七
百
七
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

藤
代　

佳
永

二
級
建
築
士

第
九
千
百
四
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

塩
田　

靖
男

二
級
建
築
士

第
六
千
九
百
四
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

地　

富
夫

二
級
建
築
士

第
七
千
五
百
六
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

佐
藤　

良
治

二
級
建
築
士

第
四
千
四
百
三
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

佐
々
木　

慶

悦

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
六
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

鈴
木　

孝
志

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
八
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

大
島　

忠
剛

二
級
建
築
士

第
四
千
三
百
七
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

剱
持　

光
夫

二
級
建
築
士

第
四
千
三
百
四
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

天
野　

一
夫

二
級
建
築
士

第
三
千
五
百
六
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

竹
原　

六
郎

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
九
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

熊
谷　

典
夫

二
級
建
築
士

第
四
千
六
百
九
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

吾
孫
子　

文

夫

二
級
建
築
士

第
五
千
四
百
六
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

信
夫　

清
壽

二
級
建
築
士

第
五
千
二
百
七
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

梅
本　

武
志

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
三
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

大
久
保　

忠

二
級
建
築
士

第
四
千
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

原　

幸
一

二
級
建
築
士

第
六
千
二
百
八
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

亀
谷　

武
男

二
級
建
築
士

第
八
千
百
九
十
七

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

佐
々
木　

傳

二
級
建
築
士

第
四
千
五
百
八
十

四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

石
垣　

進

二
級
建
築
士

第
四
千
五
百
九
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

大
内　

宇
十

郎

二
級
建
築
士

第
七
千
二
百
三
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

木
村　

清

二
級
建
築
士

第
九
千
四
百
九
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

関
根　

仙
太

郎

二
級
建
築
士

第
三
千
三
百
九
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

小
原　

眞
之

二
級
建
築
士

第
三
千
六
百
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

吉
田　

勝

二
級
建
築
士

第
八
千
六
百
三
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
三
年
二
月
二
十
五

日

渡
部　

審
也

二
級
建
築
士

第
七
千
九
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

　

地
域
の
名
称

　

岩
沼
市
小
川
字
中
町
八
十
九
番
一

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

岩
沼
市
竹
の
里
一
丁
目
十
五
番
地
の
七

�

沼
田　

め
ぐ
み　
　
　
　
　
　
　

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

　

地
域
の
名
称

　

岩
沼
市
下
野
郷
字
切
新
田
九
番
一

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

茨
城
県
神
栖
市
知
手
中
央
十
丁
目
七
番
四
十
三
号

�

み
な
と
運
送
株
式
会
社　
　
　
　

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日
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�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

　

地
域
の
名
称

　

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
上
南
原
一
番
、
二
番
一
の
一

部
、
四
番
一
の
一
部
、
四
番
二
十
八
の
一
部
、
四
番
二
十

九
、
四
番
三
十
の
一
部
、
四
番
三
十
一
の
一
部
、
四
番
三

十
二
の
一
部
、
四
番
三
十
三
の
一
部
、
四
番
三
十
四
、
四

番
三
十
五
の
一
部
、
字
大
森
一
番
十
三
の
一
部
、
一
番
十

六
の
一
部
、
一
番
十
七
の
一
部
、
一
番
二
十
一
の
一
部
、

一
番
二
十
六
の
一
部
、
一
番
二
十
七
、
一
番
二
十
八
、
一

番
三
十
三
、
一
番
百
三
十
九
の
一
部
、
一
番
十
三
地
先
の

道
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
大
森
一
番
三
十
二

�

メ
ル
コ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社　
　

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

　

地
域
の
名
称

　

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
平
林
七
十
四
番
四
、
七
十
四
番

六
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
一
丁
目
一
番
三
十
四
号

�

日
本
郵
便
株
式
会
社　

東
北
支
社

�

支
社
長　

古
屋　

正
昭　
　

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
印
刷
物
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

み
や
ぎ
県
政
だ
よ
り　

（
仕
様
書
の
と
お
り
）

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
三
年
二
月
二
十
二
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

仙
台
印
刷
工
業
団
地
協
同
組
合　

仙
台
市
若
林
区　

六
丁
の

目
西
町
一
番
四
十
三
号

五　

落
札
金
額　

一
億
九
百
六
十
四
万
二
千
二
百
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
三
年
一
月
十
二
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
る
少
額
領
収
書
等
の
写
し
の
開
示
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

　
　
　
　

�

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
る
少
額
領
収
書
等
の
写
し
の
開
示
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示

　

�　

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
る
少
額
領
収
書
等
の
写
し
の
開
示
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十

二
年
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
記
様
式
第
二
号
様
式
中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
三
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
1
号

　
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
３
年
３
月
５
日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
佐
藤
　
勘
三
郎
　
　

　
　
　
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
（
昭
和
37年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
前

改
正
後

　
（
定
義
）

第
�２
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

　
（
定
義
）

第
�２
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
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�る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
⑴
～
⑺
　
（
略
）

　
⑻
�　
部
長
等
　
第
17条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
置

く
各
部
長
、
首
席
監
察
官
、
組
織
犯
罪
対
策
局

長
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統
括
官
及
び
参

事
官

を
い
う
。

　
⑼
～
⑾
　
（
略
）

　
（
課
等
の
設
置
）

第
３
条
　
（
略
）

２
・
３
　
（
略
）

４
�　
警
察
本
部
の
次
表
左
欄
に
掲
げ
る
課
等
に
、
当

該
右
欄
に
掲
げ
る
組
織
を
置
く
。

課
等

組
織

（
略
）

教
養
課
宮
城
県
警
察
術
科
指
導
室

（
略
）

５
�　
警
察
本
部
の
次
表
左
欄
に
掲
げ
る
課
等
に
当
該

右
欄
に
掲
げ
る
分
駐
隊
を
置
く
。

課
等

分
駐

隊

高
速
道
路
交

通
警
察
隊

（
略
）

石
巻
分
駐
隊

（
略
）

６
　
（
略
）

第
３
条
の
２
～
第
５
条
　
（
略
）

　
（
警
務
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�５
条
の
２
　
警
務
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
警
務
課
　
（
略
）

　
教
養
課

　
⑴
�　
警
察
教
養

一
般

に
関
す
る
こ
と
。　

　
�る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
⑴
～
⑺
　
（
略
）

　
⑻
�　
部
長
等
　
第
17条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
置

く
各
部
長
、
首
席
監
察
官
、
組
織
犯
罪
対
策
局

長
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統
括
官
、 　
参

事
官
及
び
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
長
を
い
う
。

　
⑼
～
⑾
　
（
略
）

　
（
課
等
の
設
置
）

第
３
条
　
（
略
）

２
・
３
　
（
略
）

４
�　
警
察
本
部
の
次
表
左
欄
に
掲
げ
る
課
等
に
、
当

該
右
欄
に
掲
げ
る
組
織
を
置
く
。

課
等

組
織

（
略
）

（
略
）

５
�　
警
察
本
部
の
次
表
左
欄
に
掲
げ
る
課
等
に
当
該

右
欄
に
掲
げ
る
分
駐
隊
を
置
く
。

課
等

分
駐

隊

高
速
道
路
交

通
警
察
隊

（
略
）

石
巻
分
駐
隊

気
仙
沼
分
駐
隊（
略
）

６
　
（
略
）

第
３
条
の
２
～
第
５
条
　
（
略
）

　
（
警
務
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�５
条
の
２
　
警
務
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
警
務
課
　
（
略
）

　
教
養
課

　
⑴
�　
職
場
又
は
警
察
教
養
施
設
等
に
お
け
る
警
察

実
務
、
術
科
そ
の
他
の
事
項
に
係
る
警
察
職
員

の
教
養
に
関
す
る
企
画
、
立
案
及
び
事
務
一
般

に
関
す
る
こ
と
。

　
⑵
�　
警
察
教
養
施
設
の
整
備
及
び
運
営

に
関
す
る
こ
と
。

　
⑶
�　
警
察
史
の
編
さ
ん
及
び
警
察
沿
革
誌
の
調
製

に
関
す
る
こ
と
。

　
⑷
　
術
科
指
導
室
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

　
監
察
課
・
厚
生
課
　
（
略
）

　
（
生
活
安
全
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�６
条
　
生
活
安
全
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
生
活
安
全
企
画
課

　
⑴
～
⑺
　
（
略
）

　
⑻
�　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の

規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
32年

法
律
第
166

号
）
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
32年
法
律
第
167号

）

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
生
活
環
境
課
及
び
警
備

課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

　
⑼
～
⒂
　
（
略
）

　
県
民
安
全
対
策
課
・
少
年
課
　
（
略
）

　
生
活
環
境
課

　
⑴
・
⑵
　
（
略
）

　
⑶
�　
化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
65号
）
及

び
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す

る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
10年

法
律
第

114号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑷
�　
公
害
関
係
事
犯
そ
の
他
の
環
境
関
係
事
犯
の

取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑸
�　
保
健
衛
生
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ

と
（
銃
器
薬
物
対
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。）。

　
⑹
�　
特
許
権
、
著
作
権
又
は
商
標
権
を
侵
害
す
る

事
犯
そ
の
他
の
知
的
財
産
権
関
係
事
犯
の
取
締

り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑺
�　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
経
済
関
係
事

犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑵
�　
警
察
沿
革
誌
の
調
製
並
び
に
機
関
誌
の
編
集

及
び
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑶
�　
警
察
職
員
の
安
全
運
転
管
理
　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
こ
と
。

　
⑷
　
術
科
指
導

に
関
す
る
こ
と
。

　
監
察
課
・
厚
生
課
　
（
略
）

　
（
生
活
安
全
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�６
条
　
生
活
安
全
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
生
活
安
全
企
画
課

　
⑴
～
⑺
　
（
略
）

　
⑻
�　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の

規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
32年

法
律
第
166

号
）、 　

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
32年
法
律
第
167号

）、
化
学
兵

器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
65号
）
及
び
感
染
症

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
平
成
10年

法
律
第
114号

）
の

施
行
に
関
す
る
こ
と
（

警
備

課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

　
⑼
～
⒂
　
（
略
）

　
県
民
安
全
対
策
課
・
少
年
課
　
（
略
）

　
生
活
環
境
課

　
⑴
・
⑵
　
（
略
）

　
�化

　
⑶
�　
公
害
関
係
事
犯
そ
の
他
の
環
境
関
係
事
犯
の

取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑷
�　
保
健
衛
生
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ

と
（
銃
器
薬
物
対
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。）。

　
⑸
�　
特
許
権
、
著
作
権
又
は
商
標
権
を
侵
害
す
る

事
犯
そ
の
他
の
知
的
財
産
権
関
係
事
犯
の
取
締

り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑹
�　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
経
済
関
係
事

犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。　
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⑴
�　
運
転
免
許
の
取
消
し
、
停
止
等
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑵
　
（
略
）

　
�　

　
交
通
機
動
隊
・
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
　
（
略
）

　
（
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�９
条
　
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
公
安
課
　
（
略
）

　
警
備
課

　
⑴
～
⑻
　
（
略
）

⑼
�　
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型

無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
第
９
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
の
受
理
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑽
・
⑾
　
（
略
）

　
外
事
課
・
機
動
隊
　
（
略
）

第
10条
～
第
16条
　
（
略
）

　
（
警
察
本
部
の
職
及
び
職
務
）

第
�17条
　
警
察
本
部
の
組
織
に
置
く
警
察
官
の
職
、

そ
の
職
務
及
び
そ
の
職
に
充
て
る
警
察
官
の
階
級

は
、
次
表
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
部
長

が
必
要
が
な
い
と
認
め
る
職
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

組
　
織

職
職

務
階
級

（
略
）

（
略
）

部
（
略
）

　

警
視

　
⑴
�　
運
転
適
性
相
談
事
務
　
　
　
　
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑵
　
（
略
）

　
⑶
�　
運
転
免
許
の
取
消
し
、
停
止
等
に
関
す
る
こ

と
。

　
交
通
機
動
隊
・
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
　
（
略
）

　
（
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�９
条
　
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
公
安
課
　
（
略
）

　
警
備
課

　
⑴
～
⑻
　
（
略
）

⑼
�　
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型

無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
第
10条

第
３
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
の
受
理
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑽
・
⑾
　
（
略
）

　
外
事
課
・
機
動
隊
　
（
略
）

第
10条
～
第
16条
　
（
略
）

　
（
警
察
本
部
の
職
及
び
職
務
）

第
�17条
　
警
察
本
部
の
組
織
に
置
く
警
察
官
の
職
、

そ
の
職
務
及
び
そ
の
職
に
充
て
る
警
察
官
の
階
級

は
、
次
表
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
部
長

が
必
要
が
な
い
と
認
め
る
職
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

組
　
織

職
職

務
階
級

（
略
）

（
略
）

部
（
略
）

交
通
部

運
転
免
許

セ
ン
タ
ー

長

　
本
部
長
の
命
を

受
け
、
運
転
免
許

に
関
す
る
重
要
特

定
事
項
に
つ
い
て

本
部
長
を
補
佐
す

る
ほ
か
、
別
に
本

部
長
が
定
め
る
事

項
に
つ
い
て
の
企

画
及
び
調
査
に
参

警
視

　
⑻
�　
古
物
営
業
法
、
質
屋
営
業
法
、
警
備
業
法
及

び
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
で

定
め
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑼
　
風
俗
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑽
　
売
春
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑾
�　
外
国
人
労
働
者
に
係
る
雇
用
関
係
事
犯
の
取

締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑿
�　
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

（
県
民
安
全
対
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。）。

　
⒀
�　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
課
等

の
所
掌
に
属
し
な
い
特
別
法
犯
の
取
締
り
に
関

す
る
こ
と
。

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
　
（
略
）

第
６
条
の
２
・
第
７
条
　
（
略
）

　
（
交
通
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�８
条
　
交
通
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
交
通
企
画
課

　
⑴
�　
交
通
警
察
に
関
す
る
制
度

及
び
交
通
警

察
の
運
営
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る

こ
と
。

　
⑵
～
⑾
　
（
略
）

　
交
通
規
制
課
・
交
通
指
導
課
　
（
略
）

　
運
転
免
許
課

　
��　

　
⑴
�　
運
転
免
許
及
び
運
転
免
許
試
験
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑵
�　
運
転
免
許
証
の
作
成
及
び
交
付
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑶
　
自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑷
�　
自
動
車
等
の
運
転
者
に
係
る
第
１
号
及
び
運

転
教
育
課
の
項
に
掲
げ
る
事
務
に
必
要
な
資
料

の
収
集
、
利
用
等
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑸
�　
石
巻
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
古
川
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
及
び
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
関
す
る
こ
と
。

　
運
転
教
育
課

　
⑺
�　
古
物
営
業
法
、
質
屋
営
業
法
、
警
備
業
法
及

び
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
で

定
め
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑻
　
風
俗
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑼
　
売
春
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑽
�　
外
国
人
労
働
者
に
係
る
雇
用
関
係
事
犯
の
取

締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑾
�　
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

（
県
民
安
全
対
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。）。

　
⑿
�　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
課
等

の
所
掌
に
属
し
な
い
特
別
法
犯
の
取
締
り
に
関

す
る
こ
と
。

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
　
（
略
）

第
６
条
の
２
・
第
７
条
　
（
略
）

　
（
交
通
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�８
条
　
交
通
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
交
通
企
画
課

　
⑴
�　
交
通
警
察
に
関
す
る
制
度
（
運
転
免
許
課
の

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）
及
び
交
通
警

察
の
運
営
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る

こ
と
。

　
⑵
～
⑾
　
（
略
）

　
交
通
規
制
課
・
交
通
指
導
課
　
（
略
）

　
運
転
免
許
課

　
⑴
��　
交
通
警
察
に
関
す
る
制
度
（
運
転
免
許
に
係

る
も
の
に
限
る
。）
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案

に
関
す
る
こ
と
。

　
⑵
�　
運
転
免
許
及
び
運
転
免
許
試
験
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑶
�　
運
転
免
許
証
の
作
成
及
び
交
付
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑷
　
自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑸
�　
自
動
車
等
の
運
転
者
に
係
る
第
２
号
及
び
運

転
教
育
課
の
項
に
掲
げ
る
事
務
に
必
要
な
資
料

の
収
集
、
利
用
等
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑹
�　
石
巻
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
古
川
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
及
び
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
関
す
る
こ
と
。

　
運
転
教
育
課
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⑴
�　
運
転
免
許
の
取
消
し
、
停
止
等
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑵
　
（
略
）

　
�　

　
交
通
機
動
隊
・
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
　
（
略
）

　
（
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�９
条
　
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
公
安
課
　
（
略
）

　
警
備
課

　
⑴
～
⑻
　
（
略
）

⑼
�　
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型

無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
第
９
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
の
受
理
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑽
・
⑾
　
（
略
）

　
外
事
課
・
機
動
隊
　
（
略
）

第
10条
～
第
16条
　
（
略
）

　
（
警
察
本
部
の
職
及
び
職
務
）

第
�17条
　
警
察
本
部
の
組
織
に
置
く
警
察
官
の
職
、

そ
の
職
務
及
び
そ
の
職
に
充
て
る
警
察
官
の
階
級

は
、
次
表
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
部
長

が
必
要
が
な
い
と
認
め
る
職
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

組
　
織

職
職

務
階
級

（
略
）

（
略
）

部
（
略
）

　

警
視

　
⑴
�　
運
転
適
性
相
談
事
務
　
　
　
　
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑵
　
（
略
）

　
⑶
�　
運
転
免
許
の
取
消
し
、
停
止
等
に
関
す
る
こ

と
。

　
交
通
機
動
隊
・
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
　
（
略
）

　
（
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�９
条
　
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
公
安
課
　
（
略
）

　
警
備
課

　
⑴
～
⑻
　
（
略
）

⑼
�　
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型

無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
第
10条

第
３
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
の
受
理
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑽
・
⑾
　
（
略
）

　
外
事
課
・
機
動
隊
　
（
略
）

第
10条
～
第
16条
　
（
略
）

　
（
警
察
本
部
の
職
及
び
職
務
）

第
�17条
　
警
察
本
部
の
組
織
に
置
く
警
察
官
の
職
、

そ
の
職
務
及
び
そ
の
職
に
充
て
る
警
察
官
の
階
級

は
、
次
表
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
部
長

が
必
要
が
な
い
と
認
め
る
職
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

組
　
織

職
職

務
階
級

（
略
）

（
略
）

部
（
略
）

交
通
部

運
転
免
許

セ
ン
タ
ー

長

　
本
部
長
の
命
を

受
け
、
運
転
免
許

に
関
す
る
重
要
特

定
事
項
に
つ
い
て

本
部
長
を
補
佐
す

る
ほ
か
、
別
に
本

部
長
が
定
め
る
事

項
に
つ
い
て
の
企

画
及
び
調
査
に
参

警
視

セ
ン
タ
ー
及
び
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
に
所
長
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
警
視
又
は
警
部

の
階
級
に
あ
る
警
察
官
を
も
っ
て
充
て
る
。

３
～
５
　
（
略
）

６
�　
警
察
本
部
の
組
織
に
置
く
警
察
官
以
外
の
職
員

の
職
、
そ
の
職
務
及
び
そ
の
職
に
充
て
る
職
員

は
、
次
表
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
部
長

が
必
要
が
な
い
と
認
め
る
職
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

組
　
織

職
職

務
職
員

（
略
）

科
学
捜

査
研
究

所
（
略
）

　

一
般

職
員

（
略
）

給
与
調
査

官
（
略
）

　

セ
ン
タ
ー
及
び
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
に
所
長
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
警
視
又
は
警
部

の
階
級
に
あ
る
警
察
官
を
も
っ
て
充
て
る
。

３
～
５
　
（
略
）

６
�　
警
察
本
部
の
組
織
に
置
く
警
察
官
以
外
の
職
員

の
職
、
そ
の
職
務
及
び
そ
の
職
に
充
て
る
職
員

は
、
次
表
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
部
長

が
必
要
が
な
い
と
認
め
る
職
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

組
　
織

職
職

務
職
員

（
略
）

科
学
捜

査
研
究

所
（
略
）

　
上
司
の
命
を
受

け
、
課
等
の
事
務

を
分
掌
し
、
上
司

一
般
職
員

課
等
管
理
官

を
補
佐
す
る
ほ

か
、
上
司
が
不
在

又
は
事
故
あ
る
と

き
は
、
そ
の
職
務

を
代
理
す
る
。
た

だ
し
、
部
長
等
か

ら
特
に
命
ぜ
ら
れ

た
場
合
は
、
そ
の

事
務
を
掌
理
し
、

部
長
等
を
補
佐
す

る
。

（
略
）

給
与
調
査

官
（
略
）

　
警
務
課
長
の
命

を
受
け
、
職
員
の

人
事
・
採
用
業
務

の
う
ち
、
特
に
採

用
及
び
退
職
管
理

に
関
す
る
事
務
を

　
⑻
�　
古
物
営
業
法
、
質
屋
営
業
法
、
警
備
業
法
及

び
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
で

定
め
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑼
　
風
俗
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑽
　
売
春
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑾
�　
外
国
人
労
働
者
に
係
る
雇
用
関
係
事
犯
の
取

締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑿
�　
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

（
県
民
安
全
対
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。）。

　
⒀
�　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
課
等

の
所
掌
に
属
し
な
い
特
別
法
犯
の
取
締
り
に
関

す
る
こ
と
。

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
　
（
略
）

第
６
条
の
２
・
第
７
条
　
（
略
）

　
（
交
通
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�８
条
　
交
通
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
交
通
企
画
課

　
⑴
�　
交
通
警
察
に
関
す
る
制
度

及
び
交
通
警

察
の
運
営
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る

こ
と
。

　
⑵
～
⑾
　
（
略
）

　
交
通
規
制
課
・
交
通
指
導
課
　
（
略
）

　
運
転
免
許
課

　
��　

　
⑴
�　
運
転
免
許
及
び
運
転
免
許
試
験
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑵
�　
運
転
免
許
証
の
作
成
及
び
交
付
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑶
　
自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑷
�　
自
動
車
等
の
運
転
者
に
係
る
第
１
号
及
び
運

転
教
育
課
の
項
に
掲
げ
る
事
務
に
必
要
な
資
料

の
収
集
、
利
用
等
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑸
�　
石
巻
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
古
川
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
及
び
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
関
す
る
こ
と
。

　
運
転
教
育
課

　
⑺
�　
古
物
営
業
法
、
質
屋
営
業
法
、
警
備
業
法
及

び
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
で

定
め
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑻
　
風
俗
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑼
　
売
春
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑽
�　
外
国
人
労
働
者
に
係
る
雇
用
関
係
事
犯
の
取

締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑾
�　
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

（
県
民
安
全
対
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。）。

　
⑿
�　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
課
等

の
所
掌
に
属
し
な
い
特
別
法
犯
の
取
締
り
に
関

す
る
こ
と
。

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
　
（
略
）

第
６
条
の
２
・
第
７
条
　
（
略
）

　
（
交
通
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�８
条
　
交
通
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
交
通
企
画
課

　
⑴
�　
交
通
警
察
に
関
す
る
制
度
（
運
転
免
許
課
の

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）
及
び
交
通
警

察
の
運
営
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る

こ
と
。

　
⑵
～
⑾
　
（
略
）

　
交
通
規
制
課
・
交
通
指
導
課
　
（
略
）

　
運
転
免
許
課

　
⑴
��　
交
通
警
察
に
関
す
る
制
度
（
運
転
免
許
に
係

る
も
の
に
限
る
。）
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案

に
関
す
る
こ
と
。

　
⑵
�　
運
転
免
許
及
び
運
転
免
許
試
験
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑶
�　
運
転
免
許
証
の
作
成
及
び
交
付
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑷
　
自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑸
�　
自
動
車
等
の
運
転
者
に
係
る
第
２
号
及
び
運

転
教
育
課
の
項
に
掲
げ
る
事
務
に
必
要
な
資
料

の
収
集
、
利
用
等
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑹
�　
石
巻
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
古
川
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
及
び
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
関
す
る
こ
と
。

　
運
転
教
育
課

（
略
）

（
略
）

警
部

教
養
課
職
務
倫
理

教
養
官

　
教
養
課
長
の
命

を
受
け
、
職
員
に

対
す
る
職
務
倫
理

の
教
養
に
関
す
る

事
務
を
整
理
し
、

教
養
課
長
を
補
佐

す
る
。

　

（
略
）（
略
）

２
�　
第
３
条
第
４
項
に
規
定
す
る
組
織
の
う
ち
、
宮

城
県
警
察
少
年
事
件
特
別
捜
査
隊
、
宮
城
県
警
察

航
空
隊
、
宮
城
県
警
察
性
犯
罪
特
別
捜
査
隊
、
宮

城
県
警
察
機
動
鑑
識
隊
及
び
宮
城
県
警
察
暴
力
特

別
捜
査
隊
に
隊
長
を
、
宮
城
県
警
察
公
安
委
員
会

補
佐
室
、
宮
城
県
警
察
取
調
べ
監
督
室
、
宮
城
県

警
察
監
査
室
、
宮
城
県
警
察
犯
罪
被
害
者
支
援

室
、
宮
城
県
警
察
術
科
指
導
室
、
宮
城
県
警
察
地

域
指
導
室
、
宮
城
県
警
察
情
報
分
析
支
援
室
、
宮

城
県
警
察
特
殊
詐
欺
対
策
室
、
宮
城
県
警
察
交
通

事
故
総
合
分
析
室
、
宮
城
県
警
察
災
害
対
策
室
、

宮
城
県
警
察
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
警
備
対
策
室
、
宮
城
県
警
察
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
警
衛
警
備
対
策
室
及
び

宮
城
県
警
察
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
に
室
長

を
、
宮
城
県
警
察
通
訳
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察

交
通
反
則
通
告
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察
石
巻
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察
古
川
運
転
免
許

画
し
、
関
係
業
務

を
総
括
整
理
す
る
。

（
略
）

（
略
）

警
部

　

生
活
安

全
企
画

課

犯
罪
抑
止

指
導
官

　
生
活
安
全
企
画

課
長
の
命
を
受

け
、
犯
罪
抑
止
対

策
に
関
す
る
事
務

を
整
理
し
、
生
活

安
全
企
画
課
長
を

補
佐
す
る
。

（
略
）（
略
）

２
�　
第
３
条
第
４
項
に
規
定
す
る
組
織
の
う
ち
、
宮

城
県
警
察
少
年
事
件
特
別
捜
査
隊
、
宮
城
県
警
察

航
空
隊
、
宮
城
県
警
察
性
犯
罪
特
別
捜
査
隊
、
宮

城
県
警
察
機
動
鑑
識
隊
及
び
宮
城
県
警
察
暴
力
特

別
捜
査
隊
に
隊
長
を
、
宮
城
県
警
察
公
安
委
員
会

補
佐
室
、
宮
城
県
警
察
取
調
べ
監
督
室
、
宮
城
県

警
察
監
査
室
、
宮
城
県
警
察
犯
罪
被
害
者
支
援

室
、
宮
城
県
警
察
地

域
指
導
室
、
宮
城
県
警
察
情
報
分
析
支
援
室
、
宮

城
県
警
察
特
殊
詐
欺
対
策
室
、
宮
城
県
警
察
交
通

事
故
総
合
分
析
室
、
宮
城
県
警
察
災
害
対
策
室
、

宮
城
県
警
察
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
警
備
対
策
室
、
宮
城
県
警
察
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
警
衛
警
備
対
策
室
及
び

宮
城
県
警
察
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
に
室
長

を
、
宮
城
県
警
察
通
訳
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察

交
通
反
則
通
告
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察
石
巻
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察
古
川
運
転
免
許
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正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
〇
七
号
（
令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

三

段下

行一
一

正

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見

出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
し
、

附
則
に

　
　
　
　
　
　
　

誤

附
則
に

（
略
）

７
�　
前
項
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
科
学
捜
査
研
究
所

長
か
ら
上
席
研
究
官
ま
で
、
副
所
長
、
術
科

指
導
官
、
少
年
育
成
官
及
び
交
通
事
故
分
析
官
の

職
は
、
必
要
に
応
じ
、
警
察
官
を
も
つ
て
充
て
る

こ
と
が
で
き
る
。

８
～
11　
（
略
）

採
用
調
査

官
掌
理
し
、
警
務
課

長
を
補
佐
す
る
。

た
だ
し
、
警
務
部

長
か
ら
特
に
命
ぜ

ら
れ
た
場
合
は
、

そ
の
事
務
を
掌
理

し
、
警
務
部
長
を

補
佐
す
る
。

（
略
）

７
�　
前
項
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
科
学
捜
査
研
究
所

長
、
会
計
調
査
官
か
ら
給
与
調
査
官
ま
で
、
教
養

調
査
官
か
ら
上
席
研
究
官
ま
で
、
副
所
長
、
術
科

指
導
官
、
少
年
育
成
官
及
び
交
通
事
故
分
析
官
の

職
は
、
必
要
に
応
じ
、
警
察
官
を
も
つ
て
充
て
る

こ
と
が
で
き
る
。

８
～
11　
（
略
）

　
備
考
　
改
正
箇
所
は
、
下
線
が
引
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
２
条
第
８
号
及
び
第
17条
第
１
項
の
改
正
規
定

（
教
養
課
の
項
を
削
る
部
分
を
除
く
。）
は
、
令
和
３
年
３
月
23日
か
ら
施
行
す
る
。


